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１．はじめに

【本調査におけるユニバーサルツーリズムの位置付け】

＜ユニバーサルツーリズム＞

すべての人が楽しめるよう創られた旅行であり 高齢者や障がい者等すべて

【本調査におけるユニバ サルツ リズムの位置付け】

-すべての人が楽しめるよう創られた旅行であり、高齢者や障がい者等すべて
の人が制約を感じずに、気兼ねなく参加できる旅行

＜本調査における位置付け＞

-障がい者・高齢者等、移動や宿泊等において支援を必要とする観光困難者
に対して、

-必要とする支援を組織的かつ包括的に行うことにより、

今ま 踏み出せなか た観光に出かけ ただく もしくは旅先 困難を-今まで踏み出せなかった観光に出かけていただく、もしくは旅先で困難を
伴っていた人々の困難を取り除くことによって
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-観光を楽しんでいただく仕組み



１．はじめに

【ユニバーサルツーリズムの対象者の考え方】

①重度の観光困難者

【ユニバ サルツ リズムの対象者の考え方】
ユニバーサルツーリズムの対象者は多岐にわたるため、想定し得る観光困難者を区分したうえで、概念図と

して以下にまとめた。

①重度の観光困難者

観光に出かける際に、移動、宿泊等に対する福祉・医療的な介助や支援が必要不可欠な層。

介護保険における要介護3～5、身体障害者手帳1～2級の方、療育手帳の交付を受けた方 等。

（参考）要介護（3～5）※1：192万7千人（日本の人口※2の1.50％）

【ユニバーサルツーリズムの

対象者（概念図）】

（参考）要介護（3 5） 192万7千人（日本の人口 の1.50％）

身体障害者手帳（1～2級）交付数※3：243万5千人（日本の人口※2の1.90％）

②中軽度の観光困難者

観光に出かける際に、移動、宿泊等に対する介助や支援が必要な層。
③一時観光困難者

介護保険における要介護1～2や要支援、身体障害者手帳3級以下の方、療育手帳の交付を受けた方 等。

（参考）要介護（1～2）※1：180万4千人（日本の人口※2の1.41％）

要支援※1：133万2千人（日本の人口※2の1.04％）

身体障害者手帳（3～6級）交付数※3：277万2千人（日本の人口※2の2.16％）

高齢者 その他

①重度の観光困難者

②中軽度の観光困難者

③一時観光困難者

観光に出かける際に、移動、宿泊等に対する配慮が必要な層。

日常生活では車いすを使用しないが、観光の際は車いすを使用するような高齢者 等。

①重度の観光困難者
高齢者

すべての高齢者を観光困難者と位置づけることは必ずしも適切ではないが、一般的に、高齢になるほど、

観光困難者になる可能性が高まること等も踏まえ、広義で捉えた場合の対象として図示。

（参考）高齢者数（ 歳 上）※2 人（ 本 人 ※2 ％）
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※1：厚生労働省「介護保険事業状況報告」平成22年

※2：総務省「国勢調査」平成22年（総人口１億2,805万7千人）

※3：厚生労働省「福祉行政報告例」平成23年

その他

上記の①～③、高齢者に含まれないものの支援を必要とする妊婦、子供、外国人等。

（参考）高齢者数（65歳以上）※2：2,924万6千人（日本の人口※2の23.0％）



２．ユニバーサルツーリズムの現状と課題

【観光困難者の相談パターン】【観光困難者の相談 タ ン】

ｐ４に示したように観光困難者の状況は多様であり、観光を行うためにそれぞれの状況に応じた支援を必要と
している。

観光困難者およびその家族等が「旅行に行こう」と思いたった際には 訪問先の観光地の状況や 宿泊先の観光困難者およびその家族等が「旅行に行こう」と思いたった際には、訪問先の観光地の状況や、宿泊先の
バリアフリー対応ルームの有無等を確認する必要がある。現在、これらの事項を相談できる地域の窓口として、
考えられるパターンを下図に示す。

【観光困難者の相談パターン】

旅行事業者
１）旅行事業者（一般ツアーの中でユニバーサルツーリズムに対応）

２）旅行事業者（バリアフリー専門ツアー実施）

①

【観光困難者の相談パタ ン】

本人 宿泊サービス

・ホテル、旅館 等

２）旅行事業者（バリアフリ 専門ツア 実施）

３）旅行事業者（ユニバーサルツーリズムに対応した手配旅行を実施）

家族 観光サービス

ホテル、旅館 等

・観光施設、飲食店 等

地域の支援組織
（相談窓口）②

移送サービス

・交通事業者 等

１）まちづくりを中心に活動するＮＰＯ等の組織

２）障がい者等の旅行支援を中心に活動する

ＮＰＯ等の組織

３）その他のＮＰＯ等の組織
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福祉サービス

・地域包括支援センター 等

３）その他のＮＰＯ等の組織

４）自治体／観光協会／社会福祉協議会 等

③ （地域のサービス提供者）



２．ユニバーサルツーリズムの現状と課題

【旅行事業者の現状と課題】【旅行事業者の現状と課題】
ユニバーサルツーリズムに対応した旅行は、現状では旅行事業者のビジネスとしては成立しにくいと認識され

ており、積極的に取組んでいる旅行事業者は少ない。（先行的に取組む旅行事業者はｐ５の図に示すとおり、

それぞれのスタンスで取組みを実施）

＜旅行事業者が感じている課題（昨年度（平成２３年度）調査報告より）＞

それぞれのスタンスで取組みを実施）

企画段階

・現地の受入環境に関する情報が少ない（宿泊施設、交通機関 等）

受入先の状態がどの程度対応できるか分からない企画段階 ・受入先の状態がどの程度対応できるか分からない

・高齢者および障がい者の対応に関する専門知識の不足 等

宣伝段階 ・観光困難者自身が、観光困難者に対応した旅行があることを知らない人が多い 等

販売サイドの高齢者 障がい者の旅行に関する理解 教育が不足（自信を持 て説明できない／正確な情

販売段階

・販売サイドの高齢者・障がい者の旅行に関する理解・教育が不足（自信を持って説明できない／正確な情
報を伝えられない）

・販売価格の低減が必要／高コスト（現地コスト、サポーター（介助者）同行 等）と少量販売により収益確保
が難しい

旅行事業者のユニバーサルツーリズムに対応した取組みを拡大していくためには まず

実施段階
・医療面等現地でのリスクやトラブルに対応できる体制が必要

・どのような問題が発生するのか、どのような対応方法を検討したらよいのか分からない 等

旅行事業者のユニバ サルツ リズムに対応した取組みを拡大していくためには、まず

は旅行事業者自身の対応・努力（意識改革やユニバーサルツーリズム対応に向けた準

備）が必要であるが、上表に示す旅行事業者が懸念する事項を緩和するような、業界全体

での取組みも必要だと考えられる
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での取組みも必要だと考えられる。

そのうえで、観光困難者の対応に取組む旅行事業者を増やし、ビジネスとして定着させ

ていく必要がある。



【地域の支援組織の現状と課題】

２．ユニバーサルツーリズムの現状と課題

【地域の支援組織の現状と課題】

ユニバーサルツーリズムに対応した地域の支援組織として、現在は、一部の地域において、地域のまちづくり

や福祉に携わるＮＰＯ等が相談窓口として機能しており、先行的に取組みを進めている。

先行事例においては 地域の支援組織として以下のパタ ンがみられる先行事例においては、地域の支援組織として以下のパターンがみられる。

１）まちづくりを中心に活
動するＮＰＯ等の組織

地域に人を呼ぶ（活性化させる）ための活動の一貫として、ユニバーサルツー
リズムを推進している。

２）障がい者等の旅行支
援を中心に活動するＮ
ＰＯ等の組織

障がい者等が旅行をしやすい環境をつくることを目的に、地域におけるユニ
バーサルツーリズムを推進しており、比較的重度の障がい者にも対応してい
る。

３）その他のＮＰＯ等の
組織

１）２）以外のNPO等の組織。
例えば、障がい者の自立支援事業を実施している組織 等においてユニバー
サルツーリズムに対応した相談窓口として機能している例がみられる。

４）自治体、観光協会、
旅行事業者 等

地域の観光協会や旅行事業者が相談窓口として機能している場合や、関係
者が協議会を形成して対応している例がみられる。

地域 支援組織 る 組 徐 広が を るも 全 的 ると地域の支援組織による取組みは、徐々に広がりをみせているものの、全国的にみると、

全体には広がっていない（取組んでいる地域が少ない）。

原因としては、立ち上げ時の人、資金等の担保ができないこと、適切なサービスを実施
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、 、 、 実

するためのノウハウがないこと、継続するための運営資金の確保が難しいこと等があり、

これらの課題に対応する必要がある。



２．ユニバーサルツーリズムの現状と課題

【地域のサービス提供者の現状と課題】【地域のサ ビス提供者の現状と課題】

ユニバーサルツーリズムでは、観光困難者への複合的かつ多様な支援が必要であり、観光困難者の旅行を

支える地域のサービス提供者（宿泊、観光、移送、福祉等）の取組みが重要となる。

地域の宿泊施設や観光施設等、地域のサービス提供者によるハード面におけるバリアフリーの取組は、徐々

に進んでいるものの、まだ対応が十分と言える状況にはなく、ユニバーサルツーリズムに取り組むためには、

ハード面の不足を補うためにも ソフト面での取組みをあわせて提供することが必要と考えられるハード面の不足を補うためにも、ソフト面での取組みをあわせて提供することが必要と考えられる。

しかしながら、宿泊施設や観光施設の多くは、一般の観光者に対するサービスが主流であり、交通事業者や

福祉施設においても、観光で来るような地域外の方へのサービスには対応していない等、現状では、観光困難

地域として観光困難者を受け入れるためには 地域の支援組織の取組みに加えて 地

福祉施設においても、観光で来るような地域外の方 のサ ビスには対応していない等、現状では、観光困難

者へのサービス提供が十分とは言える状況ではない。

地域として観光困難者を受け入れるためには、地域の支援組織の取組みに加えて、地

域のサービス提供者の意識の向上、およびユニバーサルツーリズムに対する個々のサー

ビスの実施が必要不可欠であると考えられる。
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２．ユニバーサルツーリズムの現状と課題

【地域の取組みを支える体制】【地域の取組みを支える体制】

地域において、ユニバーサルツーリズムに対応した取組みを進めるうえで、地域の支援組織のような窓口以

外にも地域全体の機能として、大きく以下の３つの事項が求められる。

①サービス提供者（宿泊、観光、移送、福祉等）の観光困難者を支援する取組み

②まちづくり（まちの魅力向上、バリアフリー化推進等まちづくりに携わる人）の連携

③地域経営の観点から、これらを総合的にマネジメントし、推進する体制

【地域の取組みを支える体制（概念図）】

①サービス提供者による
観光困難者を支援する取組

・宿泊、観光、
移送、福祉等

地域（まち）

②まちづくりを進める人の取組
（まちの魅力向上、ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化 等）

・行政（まちづくり
部局）等

③地域経営の観点からの

・行政、
観光協会 等

③地域経営 観点から
マネジメント、マーケティング観光者

（観光困難者）

地域においては、③の関係者においてマネジメントを実施した上で、①、②の取組みを増やすことが必要とな

る まちづくりや地域経営の観点とあわせて バ サ リズムを進めていく とが重要であり 自治体
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る。まちづくりや地域経営の観点とあわせて、ユニバーサルツーリズムを進めていくことが重要であり、自治体、

支援組織、地域のサービス提供者が一体となり取組みを進めていくことが必要である。



３．ユニバーサルツーリズム促進のあり方

【ユニバーサルツーリズム促進の考え方】【ユニバ サルツ リズム促進の考え方】

ユニバーサルツーリズムを促進するためには、ユニバーサルツーリズムに取組む人や組織を増やすとともに、

旅行事業者、地域の支援組織、地域のサービス提供者（宿泊、観光、移送、福祉等）等個々のレベルアップを

図ることが重要である そのためには ユニバ サルツ リズムに関わる関係者が それぞれの立場でユニ

①旅行事業者の取組み

図ることが重要である。そのためには、ユニバーサルツーリズムに関わる関係者が、それぞれの立場でユニ

バーサルツーリズム促進に向けた取組みを進める必要がある。

【ユニバーサルツーリズム推進のための体制】

観光困難者
（障がい者、高齢者等）

・問合せ・

・問合せ・
相談

・相談窓口

①
✔旅行事業者の意識の向上（ユニバーサルツーリズム

対応への抵抗感の払拭）、レベルアップ

✔旅行事業者の担当者の選定、相談窓口の確立

旅行サービス
提供者

相談

・連携

①旅行事業者の
取組み

②地域の支援組織の取組み
✔地域関係者とのネットワークを有する

（情報の集約、社内、業界全体）

地域の支援組織
（ユニバーサルツーリズム）

・相談窓口

地域協議会 NPO 自治体 観光協会 地域のサ ビ②地域の支援

✔地域関係者とのネットワークを有する

地域のユニバーサルツーリズムの相談窓口

✔観光困難者、地域関係者、旅行事業者からの

相談・問合せに対応

宿泊 移送観光 福祉

・地域協議会、NPO、自治体、観光協会、地域のサービ
ス提供者（宿泊、観光、移送、福祉等）、旅行事業者 等

②地域の支援
組織の取組み

相談 問合せに対応

③地域のサービス提供者の取組み
✔地域関係者の意識の向上（ユニバーサルツーリズム

宿泊
サービス

移送
サービス

観光
サービス

福祉
サービス

③地域のサービス提供者の取組み

対応への抵抗感の払拭、受入意識の向上）

✔地域関係者の対応力の向上（実践教育）
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【参考】ユニバーサルツーリズム推進のための体制（詳細）

③地域のサービス提供者の取組み

行政等宿泊サービス 観光組織等

地域関係者

③ 域 取
まちの魅力向上、バリアフリー化、地域経営の
観点からのマネジメント 等 （ｐ９ 参照）

行政等宿泊サ ビス 観光組織等

・国、都道府県、地元自治体、財団 等・ホテル、旅館 等

連
携

・提案／委託、
補助・助成 等

・情報／紹介・斡旋
・ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ調査
・ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ研修
・ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ改修ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ 等

・観光協会 等

連
携

地元メディア

・新聞、ラジオ、TV等発
信

②地域の支援
組織の取組み

地域の支援組織
（ユニバーサルツーリズム）

Web

バリアフリー調査結果を
WEB、広報誌等で発信

観光サービス

・観光施設、飲食店 等
・情報／紹介・斡旋

・常設の相談窓口連携 情報
広報誌

・交通事業者 等

・地域協議会、NPO、自治体、観光協会、地域のサービス
提供者（宿泊、観光、移送、福祉等）、旅行事業者 等

連
携

・ﾊﾘ゙ｱﾌﾘｰ調査
・ﾊﾘ゙ｱﾌﾘｰ研修
・ﾊﾘ゙ｱﾌﾘｰ改修ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ 等

連 ・顧客紹介
①旅行事業者の
取組み

移送サービス

福祉サービス 旅行サービス
提供者

・交通事業者 等

問合せ・
相談

地域包括支援センタ

携
・情報／紹介・斡旋
・ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ研修 等

他地域の
支援組織

連
携

顧客紹介
・サービス統一 等

（顧客情報管理）

【基本サービス】
・バリアフリー情報提供
・アドバイス
【関連サービス】

取組み

サービス提供

提供者・地域包括支援センター
・社会福祉協議会
・NPO、ボランティア 等

・情報／紹介・斡旋
・機器貸出
・人的介助 等

支援組織【関連サ ビス】
・車いす・福祉機器の貸出
・サポーター、入浴介助派遣
【手配・ツアー】（旅行業登録をしている場合）

・宿泊、交通等の手配
・旅行商品の提供 問合せ・

相談
サービス
提供

問合せ・
相談

サービス
提供

・旅行事業者

11観光困難者（障がい者、高齢者等）観光困難者（障がい者、高齢者等）

問合せ・
相談

サービス
提供



①旅行事業者の取組み

３．ユニバーサルツーリズム促進のあり方

①旅行事業者の取組み

【意識の向上、レベルアップ】 昨年度（平成２３年度）調査報告より

◆積極的にユニバーサルツーリズムに取組む旅行事業者が少ないなか、これまでの「利益がでな◆積極的にユ バ サルツ リズムに取組む旅行事業者が少ないなか、これまでの 利益がでな

い」、「手間がかかる」、「やり方がわからない」といった旅行事業者の認識を変えることが重要で

あり、各社が出来るところからはじめ、裾野を拡大していく必要がある。

◆そのためには、経営層への意識啓発や、従業員の意識啓発・スキルアップためのセミナーや、観

光困難者への対応を実践的に学ぶ体験ツアーの実施、円滑な企画・運営のためのマニュアルの

整備等が必要である。

【相談窓口の設置】

◆先行して取組んでいる旅行事業者は、ユニバーサルツーリズムに対応する専用の相談窓口を設◆先行 取組 る旅行事業者 、 サ リ 対 する専用 相談窓 を設

置し、担当者を配置しており、窓口を定め、関連する情報の集約やノウハウを蓄積し、観光困難

者へのスムーズな対応に繋げている。

◆旅行事業者それぞれ 担当窓 および担当者を設置する とが望ま が 社内 体制 構◆旅行事業者それぞれに担当窓口および担当者を設置することが望ましいが、社内での体制の構

築が難しく、専用の相談窓口を設置できない旅行事業者を支援するために、業界団体等において

も旅行事業者をバックアップするための相談窓口を設置すること等が望まれる。
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②地域の支援組織の取組み

３．ユニバーサルツーリズム促進のあり方

②地域の支援組織の取組み
◆地域として観光困難者からの相談・問合せに対応するためには、ユニバーサルツーリズムに対応した地域の相談窓

口が必要となる。

◆先行事例における支援組織の活動においては 取組みの背景やスタンスは異なるものの 活動内容に共通する部◆先行事例における支援組織の活動においては、取組みの背景やスタンスは異なるものの、活動内容に共通する部

分も多い。

◆先行事例等をもとに、地域のサービス提供者（宿泊、観光、移送、福祉等）やその他の関係者を取りまとめる支援組

織について、体制や取組み内容等の留意点を取組みのステップごとに取りまとめると次のとおりである。

STEP１
【組織形態等の検討】

◆ユニバーサルツーリズムに対応する地域の支援組織としては、決まった形態があるわけではなく、地域にあった人材、

適した組織形態を検討する必要がある

織について、体制や取組み内容等の留意点を取組みのステップごとに取りまとめると次のとおりである。

取組みの
検討

適した組織形態を検討する必要がある。

◆新規の組織立ち上げが困難な場合には、既存組織の活用（既存組織へのサービスの付加）も一つの方法として考え

られる。

【組織の立ち上げ】

STEP２

【組織の立ち上げ】

◆新たな組織の立ち上げ（既存組織の活用の場合、新しいサービスの実施）にあたっては、初期段階の費用と手間がか

かり、相応の準備が必要となる（人、場所、モノ、お金 等）。

【人員・体制】

STEP２

組織の
立ち上げ

◆組織に携わるために、必要な資格があるわけではないが、業務の特性上、多様な障がいを持つ方等の問合せに対応

し、それを受けて地域のサービス提供者それぞれとの調整が必要となることから、障がいに対する理解があり、かつ

地域や地域の観光資源にも詳しい人が望ましい。

◆スタッフとして障がい者（車いす利用者等）を雇用することにより、観光困難者目線での顧客対応に充てるとともに、ト
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◆スタッフとして障がい者（車いす利用者等）を雇用することにより、観光困難者目線での顧客対応に充てるとともに、ト

ラブルの回避につながることも考えられる。

◆地域の情報を集約し、観光困難者が旅行するための包括的なアドバイスや支援を実施するうえでは、常設の相談窓

口を設けることが望ましい。



②地域の支援組織の取組み

３．ユニバーサルツーリズム促進のあり方

②地域の支援組織の取組み

STEP３

取組みの

【活動内容】

◆基本的な役割（機能）は、観光困難者からの問合せ・相談の対応および旅行のコーディネート（旅行の支援）である。

【地域のネットワーク構築】取組みの
開始

【地域のネットワ ク構築】

◆観光困難者からの問合せ・相談等に対し十分なサービスを提供するためには、地域のサービス提供者（宿泊、観光、

移送、福祉等）や行政等の関係者との協力が必要となる。

【運営費の確保】

STEP４

取組みの

◆ユニバーサルツーリズムに関する相談業務を無償で行うためには、組織の運営費を別途の収入源で確保することが

必要となる。

【多様な関係者とのネットワーク】

◆活動を進める中で 観光困難者のニーズに応じた関係者との連携が求められ 徐々にネットワークを拡大している取組みの
継続

◆活動を進める中で、観光困難者のニ ズに応じた関係者との連携が求められ、徐々にネットワ クを拡大している。

【地域の受入体制の向上】

◆活動を進める中で、地域の支援組織を中心に、地域のサービス提供者との勉強会や講習会、研修会を行う等、地域

のユニバーサルツーリズムに関わる受入体制を向上させるような活動に取組むことが望ましい。

【活動領域の拡大】

◆基本となる観光困難者からの問合せ対応等に加えて、支援組織が報酬を得て、宿泊や地域内での移動等の手配を

行うためには 旅行業 登録が必要となる 支援組織 取組 発展に合わ 必要に応じ 検討し もよ も
STEP５

取組みの
発展

行うためには、旅行業の登録が必要となる。支援組織の取組みの発展に合わせて、必要に応じて検討してもよいもの

と考えられる。

【他地域とのネットワークの構築】

◆他地域の支援組織とネットワークを構築することで、地域間での観光困難者の紹介等も可能となり、観光困難者への
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対応の幅が広がることに繋がる。観光困難者側からみても、各地で同じようなサービスを受けられることが望ましく、

必要に応じて全国的な連携についても検討していく必要があると考えられる。



③地域のサービス提供者の取組み

３．ユニバーサルツーリズム促進のあり方

③地域のサ ビス提供者の取組み

【意識の醸成、受入体制のレベルアップ】

◆ユニバーサルツーリズムにおいては 観光困難者への複合的かつ多様な支援が必要であり 地◆ユニバ サルツ リズムにおいては、観光困難者への複合的かつ多様な支援が必要であり、地

域全体で対応する必要があることから、地域のサービス提供者（宿泊、観光、移送、福祉等）の

観光困難者の受入に対する意識を高めることによって、受入れに取組むサービス提供者を増や

すこと またサ ビスの質を向上することが必要であるすこと、またサービスの質を向上することが必要である。

◆地域の支援組織等と連携した活動や、地域内での研修を実施したうえで、観光困難者の受入を

継続的に実践することで、ユニバーサルツーリズムに対する抵抗感の払拭、認識の変化、対応

力の向上が期待できる。

◆経験を積むことにより、観光困難者のニーズを理解できるようになり、さらなるニーズにあった

サービスを提供することが可能となる。サ を提供する とが可能となる。

【教育プログラムの検討】

◆地域の支援組織を中心に、地域のサービス提供者との勉強会や講習会、研修会等を行ってい◆地域の支援組織を中心に、地域のサ ビス提供者との勉強会や講習会、研修会等を行ってい

る例もみられるが、さらに、取組みを進めるためには、地域のユニバーサルツーリズムに関わる

受入体制を向上させるような実践的な教育プログラムの検討が必要と考えられる。
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【地域と旅行事業者の連携】

３．ユニバーサルツーリズム促進のあり方

観光困難者、旅行事業者、地域の支援組織、地域のサービス提供者（宿泊、観光、移送、福祉等）それぞれに特徴が

あるため、それぞれの特徴を踏まえたうえで、自らの特徴に応じた連携の可能性を探る必要がある。

地域の支援組織 ならびに地域のサ ビス提供者と旅行事業者とは 観光困難者への旅行サ ビスの提供という共

【地域と旅行事業者の連携】

地域の支援組織、ならびに地域のサービス提供者と旅行事業者とは、観光困難者への旅行サービスの提供という共

通の目標において、連携することが可能な部分もあるものと考えられる。

地域の支援組織

◆旅行商品企画

◆集客、送客、トータルコーディネイト

【メリ ト】

◆地域の情報の提供

地域資源を踏まえたより適切な提案

適切なバリアフリー調査・把握

地域の支援組織旅行事業者

【メリット】

◇役割の分散対応（取組みやすくなる）

企画段階：地域の観光・ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ情報収集手間

経費の軽減

適切なバリアフリ 調査・把握

地域関係者とのネットワーク網

【地域のメリット】
連携経費の軽減

◇地域調達に伴う経費削減

サポーター（介助者）同行費用等
旅行商品

◇誘客先の拡大

◇誘客増加効果（地域に人が来る）

◇地域ビジネスの可能性拡大（旅行会社から

の収入 福祉事業者の観光関連の収益等）

◆選択肢の増加

多様な旅行代金設定

行商品の提供観光困難者

の収入、福祉事業者の観光関連の収益等）

地域のサービス提供者

◆施設の情報の提供
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・多様な旅行代金設定

・地域性豊かな旅行商品 旅行機会の増加

◆個別手配負担の軽減

適切なバリフリー調査・把握

地域資源を踏まえたより適切な提案



【地域と旅行事業者の連携例】

３．ユニバーサルツーリズム促進のあり方

◆バリアフリーに配慮したツアーを造成する場合、旅行事業者が目

的地に行き、宿泊施設、移動、観光地等のバリアフリー状況を個

別に情報収集・調査し企画に反映

＜地域のサービス提供者等と旅行事業者が個別に連携する例＞

地域旅行事業者

【地域と旅行事業者の連携例】

別に情報収集 調査し企画に反映

◆ツアーに配慮の必要な方が参加される場合、旅行事業者が参加

者の状態・ニーズに応じ、必要な配慮やサービスを地域に問合せ

／情報収集し手配、もしくは参加者へフィードバックを実施

旅行商品の企画

造成（商品化）

宿泊サービス

観光サービス

移送サービス

◆現状では、サポーター（介助者）が必要となる場合、旅行事業者に

登録しているサポーターを地域で確保することが困難であることか

ら発地から同行させるケースが多い

宣伝・広報（参加者募集）

販売（参加者決定）

ツア 実施 （人的介助）

福祉サービス

人的介助

（入浴、食事、ｻﾎﾟｰﾀｰ等）

＜地域の支援組織と旅行事業者が連携する例＞

◆地域の支援組織と旅行事業者が相互協力や連携を図ることで、

旅行事業者は時間、手間の軽減、地域にとっては、地域誘客、新

しいビジネスに繋がる可能性が広がる

ツアー実施 （人的介助）
福祉機器（車いす等）

しいビジネスに繋がる可能性が広がる

◆また、サポーターを現地（地域）で確保することで、サポーターの

交通費、宿泊費等を旅行代金に上乗せする必要がなくなることか

ら、商品価格の低減に繋がる可能性がある
旅行商品の企画 宿泊サービス

観光サ ビス

旅行事業者 地域

◆必要情報のマッチング／情報の精度

◆顧客情報の提供／取扱方法

【 地域と旅行事業者の連携に際しての留意事項 】造成（商品化）

宣伝・広報（参加者募集）

販売（参加者決定）

観光サービス

移送サービス

福祉サービス

人的介助

地
域
の
支
援
組
織

17

◆旅行サービスの質の確保

◆リスク、責任分担の考え方

◆対価の支払いとその考え方 等

販売（参加者決定）

ツアー実施 （人的介助）

人的介助
（入浴、食事、ｻﾎﾟｰﾀｰ等）

福祉機器（車いす等）

織



４．今後の課題と方向性

ユニバーサルツーリズムの対象者を考慮すると ユニバーサルツーリズムに対応した取組みを行う旅行事業者 地域の支援ユニバーサルツーリズムの対象者を考慮すると、ユニバーサルツーリズムに対応した取組みを行う旅行事業者、地域の支援

組織および地域のサービス提供者（宿泊、観光、移送、福祉等）は、その需要（潜在需要も含めた）に対して少ないものと考えら

れ、ユニバーサルツーリズムを促進するためには、まずは取組みを実施する事業者、組織の数的拡大を図る必要がある。

ユニバーサルツーリズムに関わる各関係者 これから取組みを始める方に 各段階における留意点等 今年度の成果を参考ユニバーサルツーリズムに関わる各関係者、これから取組みを始める方に、各段階における留意点等、今年度の成果を参考

にしていただくことによって、ユニバーサルツーリズムの取組みが拡大することが望まれる。

一方で、ユニバーサルツーリズムの取組みは、観光困難者にも普及しているとは言えず、旅行の裾野は広がっていない。こ

のため 旅行事業者や地域の支援組織の取組を広く知って貰うための施策を導入する等して 認知度や取組みの向上に繋げのため、旅行事業者や地域の支援組織の取組を広く知って貰うための施策を導入する等して、認知度や取組みの向上に繋げ

ていく必要がある。

ユニバーサルツーリズムの促進に
向けた現状認識

ユニバーサルツーリズムの促進に
向けた課題 （取組みの拡大に必要な事項）

◆ユニバーサルツーリズムの取組

萌芽期 から 拡大期へ

地域、旅行事業者ともに取組みの拡大

向け 現状認識 向け 課題 （取組 拡大 必要な事項）

地域のサービス提供者

・宿泊、観光 観光困難者の受入

・移送、福祉 観光者への対応
教育・支援

地域、旅行事業者ともに取組みの拡大

を図る

＜ユニバーサルツーリズム促進に向けた概念図＞

地域の支援組織 各地域へ広げる

旅行事業者 多様な事業者に（まずは出来るところ

ズ

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾂｰﾘｽﾞﾑの

周知、取組み方の普及

担当者 部署 窓

取
組
の
量
・質

から）ユニバーサルツーリズムに

取組んでもらう

担当者・部署・窓口

教育・支援

◆観光困難者のニーズは複合的かつ多様

将来現在

質
立場性の違いを考慮しながら関係者で相互協力、連携

◆取組みの拡大に向けた業界、地域全体としての取組み

関係者の取組みを支援する認定制度の検討 等 18


